
第25回 ビタミンＣのイオン導入について（１／７）

Ｑスイッチアレキサンドライトレーザーを低出力で照射する
ことにより、ミトコンドリアの活性化が起こり、皮膚の若返りが
可能であることはすでに老化撲滅大作戦その５で報告しま
した。アレキサンドライトレーザーを低出力で顔全体から
フェイスラインに照射すると、たった３日であごの下のタルミ
はとれ、眼の下のクマや頬のたるみもなくなり、目元もくっ
きりとなります（図１から４）。

この方の場合照射後の写真はメイクアップをしています。
通常レーザーの効果の持続時間は１，２ヶ月ですが、この方
の場合レーザーの効果は３ヶ月以上持続しました。
老化撲滅大作戦その５で述べたように、私の皮膚にアレキ
サンドライトレーザーを照射するとエラスチンと表皮細胞の
増加が起こりました。そしてメラニンを持っていないマウス
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増加が起こりました。そしてメラニンを持っていないマウス
ではコラーゲンや表皮細胞の破壊の所見を伴わずに、
表皮細胞、繊維芽細胞と思われる細胞の数の増加、
コラーゲンやエラスチンの著明な増加が認められました。




